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　避難所は、動物が好きな人、嫌いな人、動物アレルギーをもった人等、様々な人との共同生活となります。
飼い主は、ともに避難生活を送る人と上手にコミュニケーションをとり、動物が受け入れられやすい環境を
作りましょう。 
　避難所におけるペットの世話は飼い主が責任をもって行わなければなりません。排泄物の始末をはじめ、
飼育環境を清潔に保つようにしましょう。また、避難所での生活は、人と同じように、ペットもストレスや
不安を感じるはずです。ペットの体調に気を配り、不安を取り除いてあげるよう心がけましょう。飼い主同士、
動物について話し合い、協力し合うことも大切です。

　普段から、飼っているペットについて気軽に相談
ができる仲間はいますか ? 
　いざという時に助け合ったり、場合によっては一
時的に動物を預かってもらえる仲間をつくっておき
ましょう。



　災害はいつおこるかわかりません。日頃からペットの習性、性格に合った飼い方を
心がけ、健康を保つようにしましょう。また、避難所での感染症の予防やペットの健
康を守るため、普段から体を清潔に保ち、毎年度の狂犬病予防注射（犬）、その他必
要なワクチン接種、ノミなどの外部寄生虫の駆除をしっかり行いましょう。さらに不
妊去勢手術も必要に応じて行いましょう。

　突然の災害により飼っていたペット 
が驚いて逃げてしまうこともあります。
また、飼い主が不在のときに災害が発 
生し、ペットと離れ離れになってしま 
うかもしれません。はぐれてしまった 
ペットが飼い主の元に戻れるようペッ 
トには身元表示をしましょう。身元表 
示は、ペットの救護を行う側にとって 
も重要な情報となります。

　災害がおこったら、まずは自身の安全を確保しましょう。飼い主が無事でなければペットを守ることはで
きません。避難が必要な場合は、原則ペットと一緒に避難しましょう。速やかに避難できるよう、普段から
家族で最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。

　下記の防災用品を参考にして、ペットの命や健康に関わるものを最優先に、ペットの防災用品を準備しま
しょう。備えたものがすぐに持ち出せるよう、取り出しやすい場所に保管することも大切です。

首輪（迷子札付き）＆リード

その他　ガムテープ、おもちゃ、タオルや
ゴミ袋等必要なもの

※1 薬や療法食は災害時には手に入りにくくなりま 
す。ゆとりをもって備えておきましょう。
※2 ワクチン接種状況、マイクロチップ番号、既往
歴等、記載したもの。診療時や一時預かりをお願
いする際など、世話をする人にペットの情報をス
ムーズに伝えられるようにしておきましょう。 
※3 ペットの写真を携帯電話で撮影・保存しておく
と便利です。また、飼い主とペットが一緒の写真
は、 飼い主を特定する際に役立ちます。
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